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「島根原子力発電所に係る特定重大事故等対処施設等の設置について（回答）」 

に対する回答について 

 

 

 

平素より島根原子力発電所の運営に格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

令和６年１２月１９日第 202400233956 号、防起第 1798 号－1、発境防第 1767 号

に対し、下記のとおりご回答いたします。 

 

 

記 

 

１．原子力規制委員会の審査に適切に対応することはもとより、これらの当社の取

り組みを、鳥取県、米子市および境港市や地域の皆さまに、核物質防護の観点を考

慮しつつ、わかりやすく丁寧にお伝えしてまいります。 

 

２．特重施設等につきましては、設計及び工事計画認可申請の審査に適切に対応し

ながら、設置期限までに完了できるよう鋭意工事を進めてまいります。 

また、５年間の経過措置期間の対応の如何にかかわらず、重大事故対策の実施組

織や要員の常時確保に係る体制や手順書の整備、計画的な教育・訓練を通じた的確

かつ柔軟に対応できる力量の確保など、人的対応についての取り組みも継続的に

行ってまいります。 

 

３．特重施設等の設置に際しましては、引き続き安全確保を第一に設置工事を進め

てまいります。 

また、特重施設等に関する情報については、厳重に管理してまいります。 



 

４．島根原子力発電所の安全確保に万全を期すとともに、安全協定の趣旨を踏まえ、

誠意を持って対応してまいります。 

 

５．実施組織や要員の常時確保に係る体制や手順書の整備、計画的な教育・訓練を通

じた的確かつ柔軟に対応できる力量の確保など、新規制基準で新たに追加された

設備の仕様や操作方法の習熟を含め、人的対応についての取り組みを継続的に行

ってまいります。 

また、協力会社を含めた原子力安全文化醸成に向けた様々な取り組みも継続的

に行ってまいります。 

 

６．テロ攻撃については、警察庁、海上保安庁、自衛隊とも緊密な連携を図り、常時、

侵入防止や警戒等の措置を実施し、また、発電所の制御システムは、ファイアウォ

ール等により多重に防護する等、ソフト・ハードの両面にわたり、万全な対策を講

じております。 

武力攻撃およびサイバー攻撃への対応を含め、安全性向上に必要な知見があれ

ば、適切に反映してまいります。 

また、設備に対する被害が想定される場合は、自らの判断で発電所を停止するこ

とも含め、適切に対応してまいります。 

 

７．当社はこれまでも、周辺地域も含めた地元での調達に積極的に取り組んでおり

ますが、地元企業への発注や宿泊施設の利用等を通じて、引き続き地域経済の発

展に貢献してまいります。 

 

８．当社はかねてから、万一の緊急時における避難退域時検査や緊急時モニタリン

グ、避難行動要支援者の避難支援等に対応できるよう、社内体制の整備や福祉車

両の確保と地域配備等を実施した上で、関係自治体主催の訓練にも参加させてい

ただき、関係機関との連携強化を図っており、引き続き住民避難対応に事業者と

して最大限対応してまいります。 

  原子力防災対策の財源につきましては「島根原子力発電所に係る原子力防災に

関する財源協力協定」により一定の継続性をもった協力をさせていただいており

ますが、新たな財源負担に関するご要望を踏まえて、鳥取県、米子市および境港市

への協力について引き続き協議を進めさせていただきます。 

 

 

以 上 


